
※記載の会社名および商品名等は、一般に各社の商標、または登録商標です。

事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 方 法

2月1日～翌年1月31日
1月31日
7月31日
毎年4月
三井住友信託銀行株式会社
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL 0120-782-031（通話料無料）
東京証券取引所 プライム市場（証券コード9692）
電子公告 公告掲載URL　https://www.cec-ltd.co.jp/ 
※ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由
が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。

見やすく読みまちが
えにくいユニバーサ
ルデザインフォントを
採用しています。

（2023年1月31日現在）株式状況

株主メモ

発行可能株式総数
発 行 済 株 式 総 数
株 主 数

80,000,000株
37,600,000株
5,512名

※持株比率は、自己株式（4,032,960株）を控除して計算しております。

大株主
株主名 持株数（株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）

ミツイワ㈱

㈱日本カストディ銀行（信託口）

岩﨑 宏達

シーイーシー従業員持株会

富士通㈱

日本フォーサイト電子㈱

㈱三菱ＵＦＪ銀行   

日本生命保険相互会社   

4,632,800

4,447,200

3,345,100

1,335,100

1,246,500

1,240,000

930,960

404,000

400,200

13.80

13.24

9.96

3.97

3.71

3.69

2.77

1.20

1.19

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS

4.961,665,000

金融機関
26.45%

金融商品
取引業者
1.16%

その他国内法人
20.07%

個人・
その他
22.01%

自己名義株式
10.73%

外国法人
19.58%

所有者別
株式分布状況

株主様の住所変更、単元未満株
式の買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座
を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されて
いる証券会社等にお問合せくだ
さい。株主名簿管理人（三井住
友信託銀行）ではお取扱いでき
ませんのでご注意ください。

1

未受領の配当金につきまして
は、三井住友信託銀行本支店で
お支払いいたします。

2

ご注意

（2023年1月31日現在）会社概要

商 号

住 所

T E L
設 立
資 本 金
従業員数

株式会社シーイーシー
（Computer Engineering & Consulting Ltd.）
〒150-0022
東京都渋谷区恵比寿南一丁目5番5号 JR恵比寿ビル
03-5789-2441（代表）
1968年2月24日
65億8千6百万円
単体1,506名／連結2,195名 

役員および執行役員
● 役員
代表取締役社長
常務取締役（常務執行役員）
取 締 役（執行役員）
取 締 役（執行役員）
取 締 役（執行役員）
取 締 役（執行役員）

姫野 貴
藤原 学
玉野 正人
高木 英樹
大北 敦司
酒井 靖男

● 執行役員
執 行 役 員 江上 太

社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
取締役（常勤監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）

大塚 政彦
髙橋 静代
小杉 乃里子
境 俊治
仲谷 栄一郎
谷口 勝則

執 行 役 員 柿沼 譲

主なグループ会社

フォーサイトシステム株式会社

大分シーイーシー株式会社

希意禧（上海）信息系統有限公司

株式会社コムスタッフ

株式会社シーイーシー
カスタマサービス

システム開発、構築、保守ならびに
運用サービス

システム開発サービス

パッケージ導入サービス

人材派遣サービス

セキュリティソリューションサービス
およびパッケージ販売

システム構築、ICT導入支援および
運用サービス

株式会社イーセクター

社名 事業内容
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株主の皆様には、日ごろより温かいご支
援を賜り、心より御礼申しあげます。
このたび、代表取締役社長に就任いた

しました姫野でございます。第55期
（2022年2月1日～2023年1月31日）に
おける事業の概況についてご報告申しあ
げます。
当期における日本経済は、ウィズコロナ
のもと、各種政策の効果もあり持ち直しの
動きがみられましたが、世界的な金融引締
めによる円安進行、国内の物価上昇、供給
面での制約など先行き不透明な状況も続
きました。一方で、当社グループの属する
情報サービス産業は、DX推進をはじめ
ICT投資が活況で、堅調に推移しました。
このような状況のなか、当社グループ
は、「ICT技術で未来を創る企業」を目指
し、3ヵ年の中期経営計画をスタートいた

しました。この3ヵ年は事業構造転換期と
捉え、既存事業の再編成、注力事業領域の
選定・推進を図っています。初年度である
当期は６つの注力事業を定め推進したほ
か、監査等委員会をはじめ各種委員会の
設置や、TCFD（気候関連財務情報開示タ
スクフォース）提言への賛同などサステナ
ビリティ経営も推し進めました。
これらの結果、業績については、売上
高、利益ともに前年を上回り、特に当期純
利益においては、投資有価証券の売却益
もあり、過去最高益となりました。前期に
発生した不採算案件の受注損失引当金追
加計上の影響を受け、期初の利益目標は
下回ったものの、受注高・受注残高におい
ては確実に伸長しており、再成長路線への
回帰に向けて一歩踏み出せたと捉えてい
ます。
今期はさらに成長のスピードをあげ、注
力事業への投資やトラブルプロジェクト対
策の徹底を図るほか、人事制度の改定を
はじめとした人的資本経営の強化や社内

DX推進など盤石な経営基盤づくりに注力
してまいります。

当社グループは2023年2月で創業56
年目を迎えました。日本のＩＴ企業のなかで
は老舗といえますが、昨今の社会課題は、

従来の概念や事業モデルだけでは解決で
きないほど複雑化・高速化しており、常に
新たな視点と進化を求められています。
国内経済の見通しは、引き続き予断を
許しませんが、変化を機敏に捉え、臆せず
挑むことで、我々自身が進化し、ICTで
サステナブルな未来創りに貢献してまい
ります。株主の皆様には引き続きご支
援賜りますよう、心よりお願い申しあげ
ます。

トップメッセージトップメッセージ

Takashi Himeno

TOP MESSAGE

3ヵ年の中期経営計画を策定
初年度は増収増益での
スタートとなりました

明るく輝く未来が描けるように
シーイーシーは
ICTで果敢に挑み続けます

452 482 510 560

中期経営計画対象期間中期経営計画進捗

売上高

482億円 43.7億円

営業利益2023年1月期
実績

2024年1月期
業績予想

経常利益

44.1億円 （  　　   ）20
25中間

期末
円※

円45
年間配当

円

売上高

510億円 55.5億円

営業利益 経常利益

55.7億円 （  　　   ）25
25中間

期末
円
円50

年間配当

円

※内 特別配当5円

1967年大分県生まれ。1992年に北九州大学（現：北九州市立大）商学部卒業後、同年

シーイーシーに入社。エンジニアとして主にサーバーなどインフラ系の開発・構築に

携わり、2013年にプラットフォームサービス事業部長に就任。2014年に執行役員、

2020年取締役に就任したのち、2023年2月から代表取締役社長を務める。

PROFILE

ICT技術で未来を創る企業を目指して
シーイーシーは、挑み、進化します

代表取締役社長

（予想） （目標）
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製造現場の設備・人・モノの動きを捉えるデジタルデータの収集を
行い、工場を可視化できる製品群を提供し、品質・コスト・納期・安全
性の向上を支援しています。また、物流センター向けの自社製品に
より、物流業界の労働環境改善やCO₂削減にも貢献しています。サ
プライチェーンマネジメントの最適化を支援する注力領域です。

生産・物流ソリューション

既存のシステムやソフトウェア、データなどを新しい環境に移行させ
るICTリノベーションサービスを提供しています。既存のICT資産を
活かし、ビジネス環境の変化に柔軟に対応できる戦略資産へ革新さ
せ、新たに生まれ変わらせる注力領域です。

マイグレーションサービス
当社データセンターを基盤に、自社製品やサービスを集約・統合
し、DXクラウドプラットフォームとしてお客様へ提供する注力領域
です。
※現在はプラットフォームを構築中です。

DXクラウド基盤（クラウドサービス）

自動車向けを中心に、IoTやAI、ビッグデータ処理などの技術を活用
し、製品と連携するソフトウェア、Webサービスやコネクティッド
サービスプラットフォームを開発・提供しています。また、これらの技
術をFA機器・家電・医療機器の各領域に活用し、プロダクトの変革を
ICTによって支援する注力領域です。

モビリティサービス
マイクロソフト社のクラウドサービスに、独自の業種別テンプレート
という付加価値をつけて提供しています。営業支援システム分野を
中心に長年培った豊富なノウハウと高い技術力で、お客様の業務効
率化・生産性向上を支援する注力領域です。

マイクロソフト連携サービス

日々進化・巧妙化し続けるセキュリティの脅威に対し、お客様のデジ
タル環境を保護するサービスを提供しています。セキュリティ専門
集団として培ってきたノウハウを武器に、コンサルティングから設
計・構築・監視・運用サービスをトータルで提供し、サイバーセキュリ
ティ対策を行う注力領域です。

セキュリティサービス

オフィス

ネットワーク・通信

教育

官公庁・自治体 証券

生損保

宇宙開発

旅行会社

病院自動車
ロボット

シーイーシーは1968年に設立し、

2023年２月で創業56年目を迎えました。

独立系SIerとして、システム開発から運用・保守

セキュリティサービス・データセンターサービスなど

幅広くＩＣＴサービスを提供しています。

取引先も自動車・ロボット・官公庁・教育業界など、

実にさまざまなお客様とともに課題解決に取り組んできました。

私たちは「Shape your future」をスローガンに、

これからもICTのチカラで

社会や産業の発展を支える事業を推進してまいります。

2023年１月期から2025年１月期を対象とした３ヵ年の新中期経営計画で

は、成長性・将来性を見据え、「注力事業」を６領域に拡大しました。

※次ページで注力事業をご紹介します。

また、当社を支える安定した事業基盤として、受託開発をはじめ、データ

センターを利用したＩＣＴインフラの提供、運用構築事業、車載開発、組込

み開発や検証ビジネスを「主力事業」と定義しました。

ビ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク

ビ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク
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病院自動車
ロボット
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センターを利用したＩＣＴインフラの提供、運用構築事業、車載開発、組込

み開発や検証ビジネスを「主力事業」と定義しました。
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※投資有価証券売却益を特別利益に計上

自治体開催の子ども向けICT体験イベントに、コンビニでプリンターが利用できる「CanDay for Biz」
と紙のおもちゃを組み合わせたサービスを提供しました。
紙飛行機やぬりえ、ペーパークラフトのお弁当にカブトムシや可愛いペットのおもちゃなど、好きなお

もちゃをコンビニで印刷。選んだ紙おもちゃを自分でプリントした子どもたちは、印刷工程も新鮮な体験
として楽しんでいました。脱紙文化が叫ばれている昨今ですが、紙には特有の良さや風情があり、参加者
からも好評をいただきました。
スマホやテレビゲームなどの遊びも楽しいですが、

「紙」のおもちゃで指を使って遊んでみるのはいかがで
しょうか。手指を動かすことで、手先が器用になり、脳の
発達にプラスの効果があるとの研究結果もあるようで
す。CanDayを通じて「紙」のおもちゃを体験し、紙の面
白さや大切さを感じてもらえたイベントとなりました。

製造業のお客様を対象にICTサービスを提供するデジタルイ
ンダストリー事業は、売上面では工場を含む全社のDX推進に
取り組むお客様が増えICT投資が活発化、システム開発全般が
堅調に推移し増収となりました。また利益面では増収および高
採算商談獲得により増益となりました。

デジタルインダストリー事業

財務ハイライト

全業種のお客様を対象にICTのライフサイクルサポートを提供する
サービスインテグレーション事業は、売上面ではＤＸ推進需要の活性
化を背景に、マイグレーションサービスやセキュリティサービス事業
が好調に推移し増収となりました。事業環境が良好な一方で、利益面
では前期に発生した不採算案件の影響により、微増益となりました。

サービスインテグレーション事業
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当社のプリントサービスを提供

自治体開催のICT体験イベントに

シーイーシーでは、2023年2月より、神奈川第一データセンター、さが
み野システムラボラトリ、宮崎台システムラボラトリの3拠点で、実質的に
再生可能エネルギー由来の電気を使用する取り組みを開始いたしました。
これにより、CO₂排出量を年間約2,000t削減する見込みです。なお、お
客様に提供している電力も対象となるため、データセンター利用者のCO₂
排出量も実質ゼロとなります。
今後当社では、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、GX推進に
取り組んでまいります。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

（百万円）

3,371 3,153

2021/1 2022/1 2023/1
0

1,000

2,000

3,000

4,000

（百万円）

31,704 29,322

2021/1 2022/1 2023/1

31,372
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2023年2月6日トルコおよびシリアの国境付近で発生した地震による被
災者の救援および復興に役立てていただくため、日本赤十字社へ義援金
を寄付いたしました。今回発生した地震によりお亡くなりになった方々のご
冥福をお祈りし、被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。一日も
早い被災地の復旧を心よりお祈りいたします。

被災地・被災者への支援

トルコ・シリア地震による03

4,374
※5,179※

増5.9%

16,834

3,857

実際のイベントで印刷した紙おもちゃ

紙飛行機を飛ばして遊んでいる様子

ＧＸ(グリーントランスフォーメーション)化

自社データセンター＆ラボを 02
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※記載の会社名および商品名等は、一般に各社の商標、または登録商標です。

事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 方 法

2月1日～翌年1月31日
1月31日
7月31日
毎年4月
三井住友信託銀行株式会社
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
TEL 0120-782-031（通話料無料）
東京証券取引所 プライム市場（証券コード9692）
電子公告 公告掲載URL　https://www.cec-ltd.co.jp/ 
※ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由
が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。

見やすく読みまちが
えにくいユニバーサ
ルデザインフォントを
採用しています。

（2023年1月31日現在）株式状況

株主メモ

発行可能株式総数
発 行 済 株 式 総 数
株 主 数

80,000,000株
37,600,000株
5,512名

※持株比率は、自己株式（4,032,960株）を控除して計算しております。

大株主
株主名 持株数（株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）

ミツイワ㈱

㈱日本カストディ銀行（信託口）

岩﨑 宏達

シーイーシー従業員持株会

富士通㈱

日本フォーサイト電子㈱

㈱三菱ＵＦＪ銀行   

日本生命保険相互会社   

4,632,800

4,447,200

3,345,100

1,335,100

1,246,500

1,240,000

930,960

404,000

400,200

13.80

13.24

9.96

3.97

3.71

3.69

2.77

1.20

1.19

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS

4.961,665,000

金融機関
26.45%

金融商品
取引業者
1.16%

その他国内法人
20.07%

個人・
その他
22.01%

自己名義株式
10.73%

外国法人
19.58%

所有者別
株式分布状況

株主様の住所変更、単元未満株
式の買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座
を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されて
いる証券会社等にお問合せくだ
さい。株主名簿管理人（三井住
友信託銀行）ではお取扱いでき
ませんのでご注意ください。

1

未受領の配当金につきまして
は、三井住友信託銀行本支店で
お支払いいたします。

2

ご注意

（2023年1月31日現在）会社概要

商 号

住 所

T E L
設 立
資 本 金
従業員数

株式会社シーイーシー
（Computer Engineering & Consulting Ltd.）
〒150-0022
東京都渋谷区恵比寿南一丁目5番5号 JR恵比寿ビル
03-5789-2441（代表）
1968年2月24日
65億8千6百万円
単体1,506名／連結2,195名 

役員および執行役員
● 役員
代表取締役社長
常務取締役（常務執行役員）
取 締 役（執行役員）
取 締 役（執行役員）
取 締 役（執行役員）
取 締 役（執行役員）

姫野 貴
藤原 学
玉野 正人
高木 英樹
大北 敦司
酒井 靖男

● 執行役員
執 行 役 員 江上 太

社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
取締役（常勤監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）

大塚 政彦
髙橋 静代
小杉 乃里子
境 俊治
仲谷 栄一郎
谷口 勝則

執 行 役 員 柿沼 譲

主なグループ会社

フォーサイトシステム株式会社

大分シーイーシー株式会社

希意禧（上海）信息系統有限公司

株式会社コムスタッフ

株式会社シーイーシー
カスタマサービス

システム開発、構築、保守ならびに
運用サービス

システム開発サービス

パッケージ導入サービス

人材派遣サービス

セキュリティソリューションサービス
およびパッケージ販売

システム構築、ICT導入支援および
運用サービス

株式会社イーセクター

社名 事業内容
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